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『於干野譚』 (作品社 以下同) 41話は，尹任にかかわるエピソードであ
る。
尹任は王家の外戚である。はなはだ富貴で栄えていたが，ことに花々を
愛でた。花を植える人と親しんで，一人の婢を特に選んで彼に与えて世話
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をさせた。
後に，任は失脚した。その家のある者は事件に連座して殺され，ある者
はまた庶人に落とされた。任の末子である興忠はまだ幼かったから，連座
することを免れることができた。しばらくして，一家の冤罪が晴れて，興
忠も官職を得ることができた。
かつての婢は花を植える人のもとで働いていたが，事件を経て，今は三
十名の子孫をもっていた。それがみなでともどもやって来て，興忠にかつ
ての主家でふたたび働きたいのだという。花を植える人がいった。
「尹任殿の在世のおり，私が草花をよく育てることができるのを徳とさ
れ，この婢をくださった。宰相の家からしがない人間の家にやって来て，
四，五十年が経ってしまいました。それでも今なお，その恩徳は深大です。
事変の後で，譲渡券は失ってしまいましたから，この者がまたもとの主人
のところで働きたいというのを，どうして私が止めることができましょう
か。この者の気のすむようにさせようと思うのです」
こうして，三十余人を連れて興忠のところにやって来たわけだが，興忠
は困り果てて，これをことわった。
「私の父上は栄華を極められて，草花を愛し，あなたに婢を与えられた
わけだが，その子や孫というのは，あなたのものというべきでしょう。事
変のごたごたで譲渡券が失われたからといって，父上の御意志に逆らって，
あなたの婢を奪おうなどと，どうして考えましょうか」
両家の間で譲り合って，なかなか埒が開かなかったが，最後には三十余
人は草花を世話する人のもとに帰した。
おおよそ，その本を忘れることなく，昔の主人を訪ねるのは忠というべ
きであり，また自ら足ることを知って，自己の所有権を放棄するのは清廉
というべきであり，また自分の利益を棄てて父親の遺志に従おうというの
は孝行というべきである。
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世間の人々は利益だけを考えて，槍や刀を振り回して争って，人を殺す
ことも厭わない。骨肉といえども，まるで仇敵のようである。この一つの
逸話は忠・廉・孝の三つの善を語っている。そこで，当世の人々に警鐘を
鳴らして，後に伝えようとしたのである。草花を植える人というのは，実
は洪麟瑞である。
槍や刀を振り回して，人を殺すことも厭わない政争の中でも失われない
ものがある。厳しい身分制社会のもとでそれぞれの分に応じた朝鮮人のエ
トスといってよいものがここでは描かれている。ここではこの佳話を味わ
う意図はなく，尹任の一族は末子の興忠を除いてすべてが粛清されたこと
を銘記しておきたい。いや,「一族」ではなく，罪がおよぶのは「三族」
なのである。そして，四，五十年経って，ようやく名誉回復がなされ，そ
のときまでは興忠は浮かび上がれなかったのである。
さらに，199話は次のように始まる。
嘉靖の乙巳の年に，国家に無辜の訴訟事があって，市中に捨てられた死
体が多く，町の男女はこわがり，胸をおののかせた。普段，真っ暗な夜に
誰もいない家に一人で留まることも恐怖した。僉知の李艤の家の醤と塩と
を貯蔵している蔵から，夜中，声が聞こえる。あたかも甕や壺が泣いてい
るかのようで，陰々滅々と聞こえてくる。中を覗いてみると，全体は白く，
尾と胴体は短くて，尖った先が数尺程度のものがくるくると行ったり来た
りしながら，泣いている。
その怪物の正体は醤を入れる甕に首を突っ込んで抜けなくなった犬だっ
たという，笑い話になるのだが，乙巳士禍による死屍累々たるソウルの凄
惨なありさまを，これでうかがうことができよう。しかし，この凄惨な士
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禍が朝鮮史にプラスに働いた面もある。血で血を洗うような中央政界の暗
闘に嫌気がさし，ソウルを去って地方で学問と教育に専念するような儒士
たちも出てきて，朝鮮の朱子学は飛躍を遂げることになる。チャングムの
夫であるミン・ジョンホもこの乙巳士禍の後の宮廷で出世する道は選ばず，
村の書院での教育に当たることになるのだが，朝鮮朱子学の巨星である李
退渓もそうした人々の一人であった｡『於干野譚』23話には，また次のよ
うな人のエピソードを載せる。
河西先生・金麟厚は湖南の人である。十八，九歳のとき，ソウルに出た。
ちょうど七夕で，成均館ではソンビたちを試験した。容斎・李が大提学
で,「七夕」を題にして賦を作らせたが，河西は二上の点をとって，首席
だった。容斎はこれを不審に思った。その人となりと賦とを見ると珠玉と
いってよい。しかし，実際には田舎のぽっと出の人間で，しかも若輩者で
ある。このように立派な詩文を作れるはずはなく，他の人間の手を借りた
のではないかと，疑いを抱いた。そこで，彼を成均館にとどめ，さらに七
つの題を与えて，彼を試験してみた。そこで作った「塩賦」と「盈虚賦」
は今に至るまで，わが国の人々が口ずさむ傑作である。
河西は朝廷に出仕して，高官を歴任したが，奸悪なる輩が権勢をほしい
ままにするのを嫌い，官職を棄てて，故郷に帰った。国家が弘文館校理の
職でもってふたたび招聘したところ，それに応じて，上京することにした。
大の酒好きであったから，何石もの酒を積んで出かけた。道中，村の酒舗
などで美しい花や竹を見かけると，馬を下りて盃を取った。こうして，わ
ずか数日の行程に数十日をかけた。酒がことごとく尽きると，病を称して
上京をとりやめ，遂に，終生，出仕しなかった。
金麟厚の略歴を拾ってみると,「字は厚之，1510年生まれで，1540年，
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別試文科に丙科で及第して，承文院正字に登用された。1545年，乙巳士禍
が起こった後には病を理由に出仕せず，故郷の長城にもどって性理学の研
究に励んだ」とある。野譚では，彼の酒好きと風流振りが語られ，ソウル
に上るのをやめたのは酒が尽きたからとでも取れそうな書きぶりである。
しかし，これもまた，乙巳士禍の後の状況に嫌気がさして，官途を断念，
故郷で学問を深めたということなのである。
．文定王后ははたして驪姫なのか
この士禍によって明宗の外戚である小尹が勝利を収めたのだが，小尹も
一枚岩ではなかったらしい。明宗の外舅である尹元老・元衡兄弟の間での
権力争いが生じる。元衡が兄の失脚を画策して，宮廷を追い，ついには死
にいたらしめるのである｡『明宗実録』元年丙午（1546）二月に，元衡に
背後であやつられたらしい尹春年の上疏文が載せられている。
臣伏シテ見ルニ，殿下ハ中宗ノ子，仁宗ノ弟タルヲ以テ，入リテ大統ヲ承
グ。而ルニ，尹任等，嫡ヲ廃シテ庶ヲ立テントシ，戴ヲ覆シテ容レズ。人々
トモニ誅ス。而シテ囂々ノ議，尚，不快ナルモノ有リ。其レ，一国ノ人心
ヲ以テ，尚，大王大妃，仁宗ヲ廃セントセシ事ヲ疑フ。常人ノ情，父母ヲ
凌辱スル人ヲ見レバ，即チ，思フニ之ニ報ゼントスル所以ナリ。況ヤ，大
王大妃，万世驪姫ノ名ヲ蒙ル。獨リ尹任ノ之ヲ構フルニアラズ，實ニ乃チ
尹元老ガ之ヲ成スナリ。臣，伏シテ見ルニ，衛将・尹元老ハ，性ヲ賦サル
ルニ奸邪，気ヲ受クルニ貪濁，加フルニ残忍ノ質ヲ以テシ，済ルニ驕縦ノ
態ヲ以テス。・・・
兄の尹元老を追い落とすために，元衡が尹春年に書かせたもので，中身
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がどれだけ真実なのかは判断のしようがないが，ともあれ，仁宗が亡くな
り，慶原大君が王位を継いで明宗となるにあたっては，大尹，すなわち尹
任一派による鳳城君推戴などの動きがあった。明宗がめでたく即位し，大
尹は粛清されたが，いまだに不快な噂が行きかっていると，春年はいう。
つまり文定大妃が，仁宗を「廃そう」としたと，人々が疑っている。ここ
の「廃」の意味は，文脈から言えば，殺害の意味である。普通の人間の気
持ちとして，父母を凌辱されるようなことがあったら，それに仕返ししよ
うとするものである。まして今や，大妃は太子の申生を殺害した驪姫の名
前を永遠にこうむるのである。この噂は，しかし，ただ尹任が謀って流し
たのではなく，実は尹元老が噂を流した張本人である。尹元老という人物
はまことに奸悪，貪欲，残忍，そして驕慢な人物であると，春年は上疏す
る。元老はこの上疏をきっかけにして，流罪になり，そこで殺害されるに
至る。弟元衡との争いに兄の元老が敗れたことになるが，そこに二人の姉
妹である文定大妃も絡んでくる。大妃は元衡側だということになるが，こ
こで重要なのは，大妃が中国春秋時代の驪姫にたとえられていることであ
る。驪姫とは何者なのか。
驪姫は驪戎の娘，晋の献公は驪戎を滅ぼして，その娘の驪姫を夫人とし
て奚齊をもうけ，その付き添いの妹に卓子を生ませた。驪姫は息子の奚齊
を立てるために，献公の息子たちを国境に追い，太子の申生を死に追いや
った。しかし，献公が死ぬに及んで，里克のために奚齊・卓子は殺され，
驪姫もまた鞭打たれて死んだ。
申生を死に追いやるために，驪姫は申生が父の献公に献じる酒肉に毒を
混ぜた。それを犬に食べさせたところ，犬は死に，宦官に食べさせたとこ
ろ，宦官も死んだ。驪姫は献公に，太子の申生がこのようなことを企んだ
のは，自分と奚齊が献公の寵愛を受けているせいで，自分たちを追放する
か，死なせてほしいと懇願する。申生は驪姫の奸邪は知悉しながらも，驪
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姫なくしてはなんら楽しみもなく，食事も喉を通らない父の献公を慮って，
自らが出奔し，自殺するのである。
以上が『春秋左氏伝』および『史記』に見える記事であるが，この驪姫
－申生の関係が文定大妃－仁宗の関係をたとえるのに引用されている。と
いうことは，文定大妃はわが子の慶原大君を王位に即けるために章敬王后
の息子である仁宗を死に追いやったということを意味しよう。さらには，
毒薬の使用もここでは示唆されているといえよう。驪姫が用いたのは申生
を陥れるためであったが，文定大妃は仁宗に毒も盛ったのではないか，そ
んな噂が尹任あるいは尹元老側から流されたということを，尹春年は主張
していることになる。
．むすび―恨（ハン）を晴らす
過酷な乙巳士禍があって，粛清を受けた人々がいる。小尹，すなわち尹
元衡－文定王后一派に対して晴らされることのない恨みを抱く人々がいた
のも当然であろう｡「敵討ち」は日本では制度化されるが，心情としては
どの国，どの民族にも存在しよう。ただ，この場合は宮廷を舞台にした政
争であって，しかも凄惨さを増すのは，復讐劇の種を絶つために「一族」
どころか,「三族」が処罰されることである。一気に政治的なクーデタを
起こすのではなくては，華々しい「敵討ち」は無理であり，密かに呪詛が
行われることになる。一つのエピソードをふたたび『於干野譚』から拾っ
てみる。第36話である。
柳仁淑は反逆に関わったかどで，無実であるにもかかわらず，死刑にな
った。その奴婢は取り上げられて，その獄の功臣の家に賜った。当時，鄭
順朋の功績がもっとも高いとされていたから，仁淑の家の奴婢たちの多く
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が賜牌として彼のものになった。初めて柳家からやって来て，悲しくて泣
きじゃくらない婢などいなかったが，中に一人，姿かたちの美しい婢がい
て，晴れ晴れとした顔つきをして，少しも悲しむ様子がない。他の婢たち
を叱責して，
「私たちがかつてのご主人を失ったのも，天がそう定めたこと。それを
今さらどうすることができましょう。それに，どなたが私たちの主人であ
ってならないだろう。仕えるべきところに安んじて仕えるべきでしょう。
新しい家もかつての家も，どんな違いがあるものですか」
こうして，この婢は新しい主人に仕えるのに，誠を尽くしたから，順朋
もこれを信頼しきって側近くにおき，左右から決して離そうとはしなかっ
た。年を重ねても，鞭で罰されるような失敗は一度として冒さなかった。
ある日，順朋は夢を見て，その中で鬼が出て来て，顔と頭とを圧しつけ
てくる。大声を上げて，ようやく夢から覚めたが，それから後というもの，
そういうことが度重なって，遂には病にかかり，起き上がれなくなってし
まった。思い余って，夫人がムーダンに尋ねたところ，ムーダンは枕の中
に妖鬼が棲んでいるといった。そこで，その枕を切り開いてみたところ，
はたして頭蓋骨の一片が入っているではないか。鄭の家では婢たちを疑っ
て，問い質そうとしたところ，例の婢がまだ鞭で打たれもしないのに，自
首して出て，いった。
「私のもとの主人は何の罪もないのに，この家の老いぼれに陥れられて
殺されなさった。私はうわべでは新しい主人に従うふりをしていても，そ
の実，腸が煮えくり返るような思いを抱いて，歳月を過ごしたのであった。
それで，側近くに仕える役人と私通までして，事を図ったが，この役人は
恐れて震えだす始末。仕方なく，この私はあえて媚びを売ったのだ。側近
く仕えるようになって，けっして命じられることにはそむかず，密かに死
人の頭蓋骨を探してきて，これを枕の中に入れたのだ。今はもうもとの主
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人の敵は討った。死んだとしても，何の恨みがあろうか。早く殺すがいい」
鄭家の子弟たちは，この婢を主人の殯の側で撲殺した。その事実は長く
隠匿して，決して世間には洩らさなかったから，当世の人でこれを知って
いる者はいなかった。順朋の末子の鄭が七十歳を越えて死んだが，その
臨終の際に，告白したのである。
「わが家には深く忌むことがあって，口外すべきことではないのだが，
平生，かくかくしかじかの婢の義烈ぶりを称えていたのだった。私ももう
死ぬことになったから，始めてこの話を打ち明けるのだ」
嗚呼，柳氏の婢の義烈ぶりは，たとえ予譲であったとしても，これほど
見事であったろうか。一人で恨みを抱き続けて，妖鬼でもって恨みを晴ら
したのであった。
順朋の二人の息子のはともに抜きん出た才幹をもっていたにもかか
わらず，当時の世で出世しようという意志をもつこともなく，ともに道教
や仏教の徒らと交わって，自己を韜晦したまま一生を終えたのであった。
これもまた父親が士林を弾圧した際の首魁であったせいではなかろうか。
たとえ孝行心がどのように大きくとも，父親の罪を洗い流すことまではで
きない。深く恥じ，憂憤を抱えながら，没落の道を選んだのではなかった
か。これもまた寂しい限りである。
鄭順朋は1548年に熱病にかかって死んだらしい。呪詛が有効だと信じら
れていた社会では呪詛を行った婢も立派な殺人者であろう。その婢の名前
は甲伊と伝わっている。乙巳士禍の後にはいたるところで呪詛が行きかっ
ていたものと思われる。生きた者の呪いもあれば，死して幽鬼となった者
たちの祟りもあったろう。そうした状況の中で考えるとき，知恩院の「観
世音菩薩32応身図」は二重三重の意味合いをもってくる。もちろん，亡く
なった仁宗の冥福を祈り，どうか浄土に永世を得てほしいという祈願も，
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ことのほかに篤いものであったろう。中央に描かれる観世音菩薩は浄界に
遊ぶ仁宗その人であると考えられる。しかしまた，まだ生きていて迫害を
受けている大尹の人々にとって，ただ名を称えるだけで，降りかかるどの
ような苦難からも救済してくれるという観音菩薩の効能がどれほど貴重な
ものと思われたか，想像に難くない。制作するのが「観世音菩薩32応身図」
でなければならなかった理由もよく理解できる。刀剣からも，水難からも，
火難からも守ってもらえるのである。そして，最後に「呪詛ト諸ノ毒薬ニ
身ヲ害ハレントスレバ還リテ本人ニ著キナン」などといった言葉には効力
が宿ると考えるべきであり，おろそかに考えていいものではあるまい。知
恩院所蔵の「観世音菩薩32応身図」は，仁宗が呪詛や毒薬によって亡くな
ったことを後の世に明かしている。どうやら，チャングム以外に毒殺を実
行した医女がいるようである。しかしまた，仁宗を殺した毒と呪詛は今や
権勢を誇る小尹および文定大妃に還っていって禍を起こせと，祈っている
ことになるのではないであろうか。
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